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fらいぶらりい〕 
Chirurgische Therapie Pichlmayr，R. und 
Groteluschen，B. Springer 
本書は西独 Hannover医科大学の腹部および移植外科教室の Prof.Dr. Ru-
clolf Pichlmayrと Priv-Doz.Dr. Bernd Groteli.senが多年の豊富な経験と
沢山の文献的考察から整理統合して出版されたものである。 650頁よりなる中
に27図， 45表が含まれ.ているが，これらは極めて重要なもののみが厳選されてい
て，一見して診断や治療などの要点を把握することができるようになっている。
内容は次の20章からなる。 
1.Schildclri.se，2. Nebenschildclruse，3. Mamma，4. Hernien，5. Oe-
sophagus，Kardia and Zwerchfell，6. Haut und Unterhaut，7. Magen-
Duodenum，8. Gallenwege，9. Portale Hypertention，10. Pankreas，11. 
Milz，12. Neben Niere，13. Dunndarm，14. Appenclix， 15. Colon-Rec-
tum，16. Anus，17. Bauchtrauma，18. Periphere Gefasse，19. Praopera-
tive Vorbereitung，20. Postoperative Behandlung 
そして 1章から18章までは，各臓器組織での主要な一般外科疾患に対する方策
を，次の項目について記述している。
まず， I診断と手術適応， n一般外科手術的治療，について基礎的な解析を加
えながら可成り詳細な説明をしている。そしてこれらの総括として，手術療法の
宅急 
主な適応についての一覧表が簡潔に作成されている。ついで各臓器別の皿術前
準備， N特殊な手術手技の著眼点， V術後管理， N特殊な術後の問題，について
のベ，最後に四文献集がのせられている。 
19章では全般的な術前準備， 20章ではやはり全般的な術後管理，が述べられて
いるが，手術侵襲の大きさ，患者の年齢や一般状態などに応じて分類し，それぞ
れのグルーフ。に対して規準的方式が作られている。
また本書ではその形態様式に工夫がしてあって，術前準備では19章でも各章で
も各頁の右側に灰色の縁，術後管理では黒色に色分けしてあり，さらに本の右側
に同じ幅の切込みがあって，各章毎に分けられていて，その最初の頁に表題が書
かれているので，必要な章や項を直ちに見出すことが出来るようになっていて，
極めて便利である。
つぎに，各章の内容についていま少し詳しくふれてみよう。
例えば，第7章の Magen-Duodenum のところでは，疾患を大きく Nicht-
neoplatischeと Neoplastischに分けて説明しているが，後者群中，早期癌の分
類の項で日本の山田の分類(1974)が載せられている。本書の国際性を物語るもの
として意義深い。つぎに15章の Colon-Rectumのところでは， Colitis ulcerosa 
と MorbusCrohnの鑑別診断表があるが， 内視鏡やX線検査所見， Makroの
所見から組織像まで，最新の知識が導入されており，それらが簡単明瞭にまとめ
られている。さらに Colon-Rectumの Polypの分類と悪性化の危険性につい
ての一覧表をみてみると， Dr. Morsonの gastrointestinalPathologyでみる 
polypの分類や，最近の日本国内で出版された優秀な専門書のそれよりも，一層
明瞭で分り易いように思われた。
しかし，著者らも述べているように，本書は経験少ない外科医や学生に分り易
く要領よくまとめであるので，外科手術手技や個々の疾患についての詳細を知る
ためには不充分で，他の専門書を参考にしなければならないと考える。
いずれにしても，一般外科治療学をこれ程よく系統的に分類，整浬しである書
物は，他に余り多く見当らない。大きさも247X170mm，値段も 11，700円と手頃
である。外科研修医や学生には座右の書として推薦し度いし，また，一般外科専
門病院でも，用意しておいてすぐに役立つ極めて有用な書で、あると信じる.
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